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人権擁護委員の推薦につき意見を

求めることについて

平成20年度御嵩町一般会計補正

予算（第５号）について

平成20年度御嵩町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）につ

いて

平成20年度御嵩町老人保健特別

会計補正予算（第２号）について

平成20年度御嵩町介護保険特別

会計補正予算（第２号）について

平成20年度御嵩町下水道特別

会計補正予算（第２号）について

平成20年度御嵩町水道事業会計

補正予算（第２号）について

御嵩町内部組織設置条例の制定に

ついて

御嵩町町税条例の一部を改正する

条例の制定について

みたけ議会だより（平成２１年２月１５日） －　－2

平成20年第4回定例会

一般会計補正予算審議

平成20年第4回定例会は平成20年12月10日に開会し、12月18日までの９日間を会期として開催

しました。

12月16日には、提出案件の平成20年度一般会計補正予算（ 第５号 ）を否決、新たに提出された

平成20年度一般会計補正予算（ 第６号 ）をはじめ議案14件・議員発議３件 （意見書の提出）を上

程し、原案のとおり可決されました。

１

２

３

４

５

６

７

８

9

委員５名の内３名が３月３１日で

任期が満了するため、次期委員を

再推薦するものです

人件費の増減・学校施設の改修工

事費の増額及び旧スパー御嵩店の

土地・建物の購入費等です

事業の確定による保険給付費・保

険事業費の補正です

事業の確定による医療費支給費の

補正です

事業の確定による保険給付費・償

還金等の補正です

主に、事業費の減額補正です

主に、人件費の減額補正です

21年度から実施予定の町内部組

織機構改革に伴う条例です

寄附金に関する条例改正です

賛成全員で可決

可否同数のため

議長裁決にて

否決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

条例・予算等



御嵩町職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定につい

て

御嵩町国民健康保険条例の一部を

改正する条例の制定について

工事請負契約の締結について

損害賠償の額の決定及び和解に

ついて

平成20年度御嵩町一般会計補正

予算（第６号）について

－　－ みたけ議会だより（平成２１年２月１５日）3

出向職員の手当の改正です

出産育児一時金の改正です

21号バイパス関係（中124号線）

の道路改良です

行政バスの事故による賠償金と和

解によるものです

一般会計補正予算（第５号）の変

更（再提出）で旧スパー御嵩店の

土地・建物の購入費等を削除した

ものです

賛成多数で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

賛成全員で可決

10

11

12

13

14

建設技術職員の充実についての要望書

「木材の利用推進に関する要望書」について

平成21年度市町村農業施策等に対する要請書

30人以下少人数学級を求める意見書の採択に関する陳情

義務教育費国庫負担堅持を求める意見書の採択に関する陳情

介護保険制度の報酬単価の引き上げを求める国への意見書採択についての陳情

常任委員会所管事務調査報告書

定例監査実施報告書

現金出納検査結果報告（平成20年８月分から10月分）

諸般の報告（議長報告）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

発　　　議　30人以下少人数学級の実現を求める意見書

発　　　議　義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率を２分の１に

戻すことを求める意見書

発　　　議　人材確保問題解決のため介護保険制度の報酬単価の引き

上げを求める意見書

そ　の　他

賛成多数で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決

１

２

３
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（単位：千円）

（単位：千円）

平成20年度補正予算

会　　計　　名 補正前予算 補　正　額 補正後予算

一　　般　　会　　計（第6号） 6,471,759 28,079 6,499,838

国 保 特 別 会 計（第3号） 1,873,584 △3,139 1,870,445

老 人 保 健 特 別 会 計（第2号） 242,660 2,780 245,440

介 護 保 険 特 別 会 計（第2号） 1,226,009 △1,034 1,224,975

下 水 道 特 別 会 計（第2号） 1,100,518 △131,418 969,100

水道事業会計（第２号） 既決予定額 補正予定額 計

収　　益　　的
収　　入 457,714 △8,899 448,815

支　　出 462,212 △9,412 452,800

資　　本　　的
収　　入 169,994 6,533 176,527

支　　出 376,903 △29,455 347,448

平成20年度御嵩町一般会計補正

予算（第４号）について
１

21号バイパス事業関連工事費・

法人税過誤納金還付金

（補正額△29,300千円）

賛成全員で可決

上程議案

平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会平成20年 第3回臨時会
開催日　平成20年10月30日

21号バイパス（仮称）可児川橋 21号バイパス尼ヶ池地域

完成見込み：平成22年3月末
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町議会のやくわりは？ 町議会のやくわりは？ 町議会のやくわりは？ 町議会のやくわりは？ 

◎議決機関と執行機関 
町議会は議決機関として、町政を進めるうえで大切なことが
らを話し合い、決めていくところです。 
そして、町長をはじめとする執行機関は、町議会の決定にそ
って実際に仕事を進めていきます。 

町民 

議会 町長 

私たちの意見や希望を 
　かなえてくれる人を選挙で 
　　選びます。 

町の仕事の内容や、 
お金の使い方 
について提案します。 

町の仕事の内容や、 
お金の使い方 
について決めます。 

町民のくらしを 
よくする仕事を 
します。 

同　意 
副町長、教育委員、監査委員
など町の主要な職につく人を町
長が選ぶときには、議会の同意
を必要とします。 

議　決 
条例、予算、その他の重要事
項について議決します。 

認　定 
決算の内容を審査します。 

選　挙 
議長、副議長、選挙管理委員
などの選挙をします。 

その他 
請願を審査し、町民の声が町
政に反映するようにします。
また、町だけで解決できない問
題について、意見書を提出して
国などの協力を求めます。 
このほか町政が正しく行われ
ているかどうかを見守っていく
という重要な役目もあります。 
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1 鈴木　元八　議員 …………７ページ

○御嵩の経済施策に関する町長の考え方

○外国人の選挙権について

○人づくりは教育から

2 木下　四郎　議員 …………８ページ

○国保税について

○亜炭廃坑について

3 早川　文人　議員 …………９ページ

○「小さな役場」づくり

○名鉄広見線存続に向けて

4 岡本　隆子　議員 …………10ページ

○希少野生生物保護条例について

○名鉄問題について

5 佐谷　時繁　議員 …………11ページ

○更なる教育の充実を

○町行政の展望

6 安藤　博通　議員 …………12ページ

○水道会計について

○亜炭鉱害の報道について

○サブプライムローンの影響について

7 大沢　まり子　議員………13ページ

○「定額給付金」について

○地デジへの円滑な移行推進について

○デマンド交通システムについて

平成20年　第4回定例会 

そこが知りたい そこが知りたい 
一般質問は12月15日・16日に行われ、

７名の議員が活発な質問をしました

【一　般　質　問】
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般
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的
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で
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す
。

お
知
ら
せ
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方
行
財
政
も
苦

し
い
状
況
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
町
長
に

聞
き
た
い
の
は
、
町
長

の
経
済
的
施
策
で
あ
り

ま
す
。

法
人
税
を
始
め
と
す

る
諸
税
そ
の
他
の
落
ち

込
み
が
ひ
ど
く
、
平
成

二
十
年
度
末
に
お
け
る

予
算
不
足
は
一
億
五
千

万
〜
二
億
円
以
上
収
入

減
と
な
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
二
十
年
度
末
に

お
け
る
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
べ
き
措
置
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

極
め
て
厳
し
い
財
政

運
営
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
覚
悟
で
あ
る
。

法
人
税
、地
方
交
付
税
、

滞
納
対
策
等
を
十
分
考

慮
し
た
上
で
年
度
最
終

予
算
を
研
究
し
た
い
。

金
融
機
関
の
貸
し

渋
り
に
つ
い
て
町
は
何

か
特
別
な
措
置
を
考
え

て
い
る
の
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

現
状
、
国
、
県
の
施

策
を
重
視
し
、
町
民
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
方
針
で
、

町
と
し
て
は
何
も
考
え

て
い
な
い
。

町
の
ふ
く
み
資
産

の
活
用
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

町
有
土
地
不
要
地
、

赤
道
等
の
公
共
用
地
を

売
却
し
、
町
の
財
源
不

足
の
一
部
に
す
る
考
え

方
は
な
い
の
か
。
私
の

試
算
で
は
現
在
町
の
保

有
し
て
い
る
宅
地
、田
、

畑
を
売
却
す
れ
ば
時
価

の
１
／
３
で
見
積
っ
て

も
約
五
億
〜
六
億
円
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
不
要
な
土
地

を
売
却
し
、
町
の
一
般

会
計
に
補
填
し
、
面
的

整
備
、
福
祉
に
予
算
化

し
て
使
う
気
持
ち
は
な

い
の
か
。【

渡
辺
　
町
長
】

現
在
、
平
芝
工
業
団

地
・
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ

の
緑
地
（
グ
ラ
ン
ド
）

を
造
成
し
工
業
団
地
の

一
部
と
し
て
売
却
し
、

町
の
財
源
と
し
た
い
。

現
在
計
画
中
で
あ
り
、

ご
指
摘
の
公
共
用
地

（
不
要
と
な
っ
た
土
地
）

等
、
今
後
整
理
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

人
づ
く
り
は
教
育

か
ら現

在
、
町
に
お
け
る

小
中
学
校
の
教
職
員
の

充
足
数
が
満
た
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
算
定

措
置
額
は
充
分
教
育
に

生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

【
丹
羽
　
教
育
長
】

御
嵩
町
で
は
、
教
職

員
は
充
足
数
に
満
た
さ

れ
て
お
り
、
地
方
交
付

税
基
準
算
定
額
三
億
四

千
万
円
も
基
準
ど
お
り

教
育
に
使
わ
れ
て
お
り
、

総
額
で
五
億
九
十
四
万

円
程
の
予
算
措
置
を
い

た
だ
き
、
深
い
ご
理
解

の
中
で
職
員
は
教
育
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
予
算
の
確
保
と

し
て
防
災
基
金
を
作
る

気
持
ち
は
な
い
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

財
政
状
況
の
厳
し

い
折
、
な
ぜ
旧
ス
パ
ー

の
土
地
・
建
物
を
買
う

の
か
。
先
日
の
議
員
全

員
協
議
会
の
中
で
資
料

を
提
出
し
、
説
明
さ
れ

ま
し
た
が
、
調
査
や
資

料
不
足
、
そ
の
土
地
に

三
者
の
抵
当
権
が
数
億

円
以
上
も
付
い
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
町

長
は
議
会
で
の
議
決
後
、

当
事
者
と
抵
当
権
そ
の

他
物
件
に
つ
い
て
協
議

す
る
と
回
答
し
て
い
ま

す
が
、
公
金
で
購
入
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
う

し
た
不
安
定
な
土
地
を

市
町
村
が
購
入
す
る
こ

と
は
い
か
が
な
も
の
で

す
か
。【

渡
辺
　
町
長
】

す
で
に
協
議
会
等

で
説
明
し
た
と
お
り
で

あ
り
、
町
と
し
て
は
現

状
で
抵
当
権
が
つ
い
て

い
て
も
買
う
つ
も
り
で

あ
り
、
そ
の
後
権
利
に

つ
い
て
は
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答 答 問 問 

問 問 

答 答 

答 答 

町長の知恵の値打ちを問う
鈴木　元八

問 問 答 答 

問 問 

答 答 問 問 答 答 問 問 
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十
月
三
十
日
に
厚

生
労
働
省
か
ら
の
通
達

で
、
子
供
の
い
る
家
庭

へ
の
健
康
保
険
の
資
格

証
明
に
関
す
る
通
達
が

届
い
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容

と
町
と
し
て
の
対
応
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

【
渡
辺
　
町
長
】

国
民
皆
健
康
保
険
制

度
は
維
持
す
る
の
が
当

然
、
い
く
ら
か
で
も
保

険
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

状
況
に
よ
っ
て
は
減

免
制
度
も
あ
り
、
子
供

の
い
る
家
庭
に
は
実
状

を
判
断
し
対
応
し
た
い
。

【
纐
纈
　
参
事
】

町
に
は
短
期
保
険
者

証
発
行
世
帯
に
、
子
供

の
い
る
世
帯
は
な
い
。

厚
労
省
十
月
三
十
日

付
で
、
資
格
証
明
書
の

交
付
に
際
し
て
の
留
意

点
と
し
て
①
予
防
的
対

応
②
福
祉
的
対
応
③
緊

急
的
対
応
が
揚
げ
ら
れ

て
い
る
。

子
供
の
い
る
世
帯
へ

は
他
の
世
帯
よ
り
頻
繁

に
訪
問
し
、
分
納
の
確

約
を
取
り
保
険
証
を
発

行
す
る
こ
と
、
資
格
証

明
書
を
公
正
な
判
断
で

行
う
た
め
、
他
課
と
連

携
し
境
遇
や
納
税
相
談

に
努
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

そ
の
後
、
資
格
証
明

書
の
規
制
法
案
提
出
に

向
け
て
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
十
八
歳

以
下
の
子
供
が
い
る
家

庭
に
は
資
格
証
明
書
は

発
行
し
な
い
。
子
供
に

は
六
カ
月
の
短
期
保
険

証
を
発
行
す
る
。
機
械

的
な
運
用
は
し
な
い
な

ど
で
あ
る
。

国
と
自
治
体
の
責

務
亜
炭
廃
坑
は
、
国
策

と
し
て
取
り
組
ま
れ
た

亜
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
負
の
遺
産
で
あ
り
国

の
責
任
だ
。
犠
牲
に
な

っ
て
い
る
被
害
者
の
立

場
に
立
っ
た
誠
意
あ
る

対
応
を
望
む
。

ま
た
、
そ
の
後
の
話

し
合
い
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

（
当
面
の
修
復
に
つ

い
て
の
要
請
）

○
　
洋
室
の
壁
は
「
接

ぎ
当
て
」修
復
と
聞
く
、

全
面
張
り
か
え
に
し
て

ほ
し
い
。

○
　
和
室
の
粗
壁
は
、

隙
間
を
充
填
し
て
塗
り

直
し
て
ほ
し
い
。

○
　
家
の
修
復
時
の
仮

住
ま
い
の
移
転
費
用
の

補
償
を
。

（
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
）地

下
空
洞
充
填
は
予

防
で
あ
り
復
旧
の
対
象

に
な
ら
な
い
と
の
解
釈

と
聞
く
が
、
空
洞
が
原

因
の
不
具
合
は
明
ら
か

で
あ
り
、
亜
炭
採
掘
に

よ
っ
て
空
洞
が
生
じ
た

の
は
結
果
で
あ
る
。

復
旧
の
対
象
に
す
べ

き
で
あ
る
。

【
渡
辺
　
町
長
】

税
金
の
使
い
方
の
問

題
だ
と
考
え
て
い
る
。

例
え
ば
ダ
ム
は
治
山

治
水
の
観
点
か
ら
つ
く

ら
れ
る
。
亜
炭
廃
坑
跡

の
安
全
も
当
然
守
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
水
害

は
天
災
の
側
面
も
あ
る

が
亜
炭
鉱
害
は
人
災
で

あ
り
、
国
の
対
応
は
当

然
だ
。

明
確
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、

加
害
者
と
被
害
者
を
、

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
被
害
者

は
被
災
者
と
町
・
県
で

あ
り
加
害
者
は
国
で
あ

る
。
こ
れ
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
た
め
に
一
年
を

要
し
て
し
ま
っ
た
。

【
水
野
　
参
事
】

ま
だ
着
工
さ
れ
て
い

な
い
。

一
年
以
上
経
過
し
て

い
る
の
で
早
い
解
決
を

望
ん
で
い
る
。

今
ま
で
に
も
国
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
県
と

も
相
談
し
話
し
合
い
を

続
け
て
き
た
が
、
被
害

者
と
の
調
整
も
あ
り
合

意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
も
粘
り
強
く
話

し
合
い
を
続
け
一
日
も

早
い
解
決
を
望
ん
で
い

る
。

問 問 答 答 問 問 

答 答 

答 答 

木下　四郎

だ
れ
で
も
安
心
で
き
る
医
療

答 答 

問 問 
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地
区
交
流
セ
ン
タ

ー
方
式
へ
の
改
革
は

議
員
研
修
で
訪
れ
た

山
形
県
川
西
町
で
は
、

地
区
公
民
館
を
町
長
部

局
主
体
に
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
に
し
て
地
域
づ

く
り
を
基
本
に
住
民
参

加
に
よ
る
改
革
を
実
行
。

町
は
人
的
支
援
・
財

政
支
援
を
行
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
で
き
る
限
り
地
域

の
こ
と
は
地
域
住
民
が

知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
こ
の
改
革
こ
そ

「
小
さ
な
役
場
」
づ
く
り

と
位
置
づ
け
た
い
。

御
嵩
町
に
お
い
て
現

公
民
館
を
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
方
式
に
改
革
す

る
考
え
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】】

「
小
さ
な
役
場
」
づ

く
り
の
考
え
方
は
評
価

す
る
。
来
年
度
か
ら
役

場
組
織
の
変
更
に
よ
り

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
が

新
設
さ
れ
る
の
で
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の

名
称
変
更
は
可
能
で
あ

る
が
、
現
公
民
館
は
社

会
教
育
法
の
関
係
か
ら

こ
れ
ら
の
問
題
を
ク
リ

ア
し
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。名

鉄
広
見
線
存
続

に
向
け
て

こ
の
問
題
に
つ
い
て

現
在
一
市
二
町
に
よ
る

対
策
協
議
会
で
協
議
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
住
民

組
織
の
「
名
鉄
広
見
線

を
守
ろ
う
会
」
で
は
存

続
署
名
運
動
を
展
開
、

十
二
月
三
日
に
名
鉄
本

社
に
約
二
万
人
の
署
名

簿
を
持
参
し
た
。

先
日
、
福
井
県
「
え

ち
ぜ
ん
鉄
道
」
他
二
ヶ

所
を
視
察
。
主
に
存
続

運
動
に
関
係
し
た
活
動

家
の
意
見
を
拝
聴
し
て

き
た
。
こ
の
中
で
存
続

に
必
要
な
こ
と
は
「
行

政
・
議
会
が
住
民
に
情

報
を
提
供
し
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
存
続
運
動

を
推
進
す
る
こ
と
が
、

国
・
県
を
動
か
し
事
業

者
に
熱
意
を
伝
え
る
こ

と
に
な
る
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

存
続
に
向
け
て
県
・

国
に
対
し
て
の
要
望

は
。
そ
の
時
期
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

十
二
月
十
二
日
県
庁

に
出
向
き
県
知
事
、
県

議
会
議
長
、
県
教
育
長

に
面
談
、
要
望
書
を
提

出
し
た
。
県
教
育
長
は

町
内
高
校
生
の
足
確
保

に
つ
い
て
心
配
さ
れ
、

前
向
き
な
回
答
を
得
た
。

十
二
月
十
八
日
に
は

名
鉄
本
社
に
可
児
市
長
、

八
百
津
町
長
と
と
も
に

出
向
き
対
策
協
議
会
で

の
決
定
事
項
を
伝
え
お

願
い
す
る
段
取
り
で
あ

る
。国

に
対
し
て
は
近
々
正

式
文
書
で
お
願
い
す
る
。

赤
字
補
填
を
沿
線

自
治
体
で
ど
の
割
合
で

負
担
す
る
の
か
を
自
治

体
ト
ッ
プ
で
煮
詰
め
る

段
階
で
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

対
策
協
議
会
で
財
政

支
援
も
考
慮
す
る
旨
決

め
ら
れ
た
が
、
名
鉄
側

に
お
願
い
す
る
段
階
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
沿
線

自
治
体
で
協
議
す
る
。

御
嵩
町
と
し
て
鉄

路
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
最
大
限
の
財
政
支
援

額
は
。【

渡
辺
　
町
長
】

名
鉄
が
発
表
し
て
い

る
赤
字
額
の
全
額
負
担

は
無
理
で
あ
る
。
国
等

の
助
成
制
度
が
活
用
で

き
る
よ
う
政
治
活
動
に

よ
っ
て
判
断
す
る
。

名
鉄
に
対
し
御
嵩

町
が
で
き
る
最
大
限
の

財
政
支
援
を
し
て
も
存

続
が
不
可
能
な
場
合
は

廃
線
や
む
な
し
か
。
他

の
方
式
、
た
と
え
ば
第

三
セ
ク
タ
ー
等
で
鉄
路

を
残
す
考
え
も
あ
る
か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

必
ず
存
続
さ
せ
た
い

気
持
ち
に
変
わ
り
な
い
。

今
後
、
対
策
協
議
会

で
財
政
支
援
も
含
め
て

協
議
し
て
い
く
。
名
鉄

と
し
て
存
続
か
、
そ
の

他
の
方
式
で
の
存
続
か

は
最
終
交
渉
の
結
果
に

よ
る
が
、
一
定
期
間
の

財
政
支
援
も
想
定
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
乗
客

の
利
用
促
進
が
絶
対
条

件
で
あ
り
、
乗
客
確
保

に
全
力
で
取
り
組
み
た

い
。

答 答 問 問 

答 答 

答 答 

「小さな役場」づくり
早川　文人

問 問 

答 答 問 問 答 答 問 問 

問 問 
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御
嵩
町
野
生
生
物

保
護
条
例
に
係
る
国
・

県
の
事
業
に
対
す
る
町

の
関
り
方

当
町
で
は
公
共
工
事

全
般
に
お
い
て
環
境
の

保
全
と
整
備
に
つ
い
て

優
先
的
な
配
慮
を
行
う

こ
と
を
決
め
、
生
物
環

境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
町
発
注
の
工
事

に
対
し
て
は
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
に
よ
り
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
を
調
べ
て
保

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
国
・
県
の
事
業
に
対

し
て
は
、
希
少
野
生
生

物
保
護
の
た
め
現
在
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
る
か
。

②
町
発
注
の
工
事
と
同

様
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
が
活
用
さ
れ
る
よ
う

な
御
嵩
方
式
を
提
案
で

き
な
い
か
。

③
後
継
者
の
育
成
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
開

催
の
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

【
纐
纈
　
参
事
】

①
町
の
担
当
者
か
ら
国

や
県
の
担
当
者
に
御
嵩

町
の
環
境
保
全
に
対
す

る
考
え
方
を
説
明
し
、

希
少
野
生
生
物
の
分
布

状
況
や
必
要
に
応
じ
て

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

②
県
で
は
生
物
調
査
員

を
確
保
さ
れ
て
い
る
場

合
も
あ
り
、
事
業
の
実

施
が
環
境
に
与
え
る
負

荷
を
最
小
に
す
る
よ
う

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
町
生
物
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

活
用
や
野
生
生
物
に
対

す
る
情
報
の
提
供
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
た

い
。

③
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
、
生
物
調

査
の
事
例
報
告
、
意
見

交
換
や
情
報
交
換
の
た

め
組
織
運
営
上
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
定
期
的
に
開
催

し
て
い
き
た
い
。

後
継
者
育
成
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

名
鉄
広
見
線
に
つ

い
て

①
御
嵩
駅
に
つ
い
て
は

借
り
上
げ
て
改
築
す
る

と
い
う
説
明
を
聞
い
て

い
る
が
、
明
智
駅
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い

く
の
か
。

②
明
智
駅
に
駐
車
場
は

十
分
確
保
さ
れ
て
い
る

か
。

③
今
後
行
政
と
し
て

「
乗
る
仕
組
み
づ
く
り
」

の
構
築
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
利
用
促

進
策
を
ど
の
よ
う
に
図

っ
て
い
く
か
。

【
山
田
　
参
事
】

①
御
嵩
駅
に
つ
い
て
は

改
築
し
観
光
案
内
や
高

齢
者
の
乗
降
支
援
を
行

っ
て
い
く
が
、
明
智
駅

に
関
し
て
は
、
行
政
区

域
が
可
児
市
な
の
で
、

今
後
の
見
通
し
が
立
っ

た
段
階
で
協
議
を
進
め

ま
す
。

②
明
智
駅
周
辺
の
駐
車

場
は
四
ヵ
所
あ
り
、
九

十
九
台
が
駐
車
可
能
で

あ
る
。
現
在
二
十
八
台

前
後
し
か
利
用
さ
れ
て

い
な
い
の
で
空
き
は
ま

だ
あ
り
ま
す
。

【
渡
辺
　
町
長
】

③
利
用
促
進
に
つ
い
て

は
複
合
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

東
濃
高
校
を
人
気
校
に

す
る
と
か
、
名
古
屋
市

の
コ
ッ
プ
10
や
環
境
講

座
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
な
ど

し
て
口
コ
ミ
に
期
待
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
知

っ
て
い
た
だ
く
機
会
を

多
く
作
っ
て
い
き
た

い
。
知
恵
を
多
く
出
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

答 答 

答 答 

問 問 

答 答 

希
少
野
生
生
物
保
護
の
た
め

御
嵩
方
式
の
提
案
を

10 一

般

質

問

岡本　隆子

問 問 

コップ１０とは：国際条約の締約国が集まって開催する会議のこ
とです。生物多様性条約では、条約の締約国が２年ごとに集まり、
各種の国際的な枠組みを策定するコップが開かれます。２０１０
年には、生物多様性条約第１０回締約国会議が名古屋市で開催さ
れます。

名鉄明智駅
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般

質

問

佐谷　時繁

①
全
国
学
力
試
験
に
つ

い
て
の
認
識

②
教
育
委
員
会
の
役
割

と
使
命
に
つ
い
て

③
子
ど
も
の
携
帯
電
話

の
所
持

④
空
き
教
室
の
地
元
に

根
ざ
し
た
有
効
利
用

⑤
い
じ
め
の
件
数
、
御

嵩
町
は
？

⑥
校
長
・
教
頭
の
一
校

で
の
勤
務
年
数

【
丹
羽
教
育
長
】

①
町
全
体
の
正
答
率
は

全
国
や
県
を
若
干
下
回

っ
て
い
る
が
、国
語
Ｂ
、

数
学
Ｂ
で
、
国
を
上
ま

わ
っ
て
い
る
。

教
科
別
成
績
は
正
答

率
で
小
学
校
で
は
高
い

方
か
ら
、
算
数
Ａ
・
国

語
Ａ
・
国
語
Ｂ
・
算
数

Ｂ
の
順
。
中
学
校
は
、

国
語
Ａ
・
数
学
Ａ
・
国

語
Ｂ
・
数
学
Ｂ
で
す
。

県
下
の
順
位
に
つ
い

て
は
、
序
列
化
や
過
度

の
競
争
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら

公
表
し
ま
せ
ん
。

今
後
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
対
応
等
を
見

な
が
ら
当
町
と
し
て
の

結
論
を
出
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
今
回
の
結

果
を
検
証
し
課
題
の
改

善
に
活
か
し
た
い
。

②
教
育
の
中
立
、
教
育

行
政
の
安
定
性
の
確
保
、

地
域
住
民
の
意
思
を
反

映
し
な
が
ら
の
創
造
的

で
継
続
的
な
教
育
行
政

の
推
進
に
大
い
に
期
待

し
て
い
る
。

③
今
年
六
月
に
可
児
郡

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
協
力

で
各
学
校
の
保
護
者
に

「
携
帯
電
話
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
保
護
者
と
協
議

し
な
が
ら
、
学
校
で
の

指
導
の
根
拠
に
し
適
切

な
対
応
を
し
ま
す
。

④
町
長
の
『
開
か
れ
た

学
校
』
の
趣
旨
に
沿
っ

て
適
切
な
対
応
を
し
ま

す
。

⑤
岐
阜
県
の
千
人
あ
た

り
の
認
知
件
数
よ
り
、

本
町
は
二
倍
強
と
な

り
、
い
じ
め
は
何
処
で

も
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
も
の
と
の
認
識
を

持
ち
、
細
大
漏
ら
さ
ず

情
報
収
集
に
努
め
、
途

切
れ
る
こ
と
な
く
細
や

か
で
継
続
的
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

⑥
一
年
目
は「
つ
か
む
」

二
年
目
は
「
工
夫
」
三

年
目
は
「
磨
き
を
か
け

る
」と
認
識
し
て
い
る
。

平
均
三
年
の
期
間
で

す
が
、
今
後
、
研
究
の

余
地
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
県
教
育
委
員

会
と
の
連
携
の
下
「
御

嵩
町
の
教
育
」
の
確
立

を
目
指
し
ま
す
。

町
行
政
の
展
望

①
未
曾
有
の
経
済
危
機

に
直
面
し
て
い
る
今
、

二
十
一
年
度
予
算
へ
の

影
響
は
。

②
町
民
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
の
役
場
の

使
命
・
役
割
を
考
え
た

と
き
、
前
町
長
の
「
町

職
員
数
百
五
十
人
体
制

の
達
成
」
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

教
育
問
題
の
質
問
に

対
し
て
は
、
生
徒
と
の

信
頼
関
係
の
下
、
学
校

と
地
元
が
協
力
し
、
教

育
の
充
実
を
計
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
校
長
先

生
の
任
期
に
つ
い
て
も

一
考
の
必
要
あ
り
と
思

っ
て
い
る
。

①
交
付
税
は
、
基
準
財

政
収
入
額
・
需
要
額
に

基
づ
き
交
付
措
置
さ
れ

ま
す
。

国
も
極
端
な
減
額
は

し
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

二
十
一
年
度
も
減
額
は

間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で

す
。景

気
の
極
端
な
落
ち

込
み
に
よ
り
税
収
減
も

考
え
ら
れ
、
楽
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
予
算
に

優
先
順
位
を
付
け
、
当

町
の
今
と
、
将
来
に
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

②
百
五
十
人
体
制
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い
。

平
成
二
十
六
年
度
の

退
職
予
定
者
は
十
二
人

で
す
の
で
、
そ
れ
に
備

え
る
べ
く
採
用
を
考
え

て
い
き
た
い
。

外
部
委
託
等
も
考
慮

に
入
れ
、
適
材
適
所
で

効
率
の
い
い
町
行
政
の

遂
行
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

答 答 問 問 

更なる教育行政の充実を

答 答 問 問 
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般

質

問

12

水
道
会
計
に
つ
い

て
先
の
、
九
月
議
会
に

お
い
て
お
聞
き
い
た
し

ま
し
た
、
愛
知
県
小
坂

井
町
の
水
道
会
計
に
、

総
務
省
が
不
適
切
と
判

断
し
、
報
道
さ
れ
た
件

に
関
し
て
、
御
嵩
町
の

現
状
と
比
較
し
て
お
聞

き
い
た
し
ま
す
。

こ
の
中
で
問
題
に
な

っ
た
の
は
減
価
償
却
の

取
り
扱
い
で
あ
る
。

①
当
町
で
は
過
去
の
減

価
償
却
の
累
積
額
が
二

十
一
億
四
千
九
百
二
十

万
円
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
基
金
と
し
て
残
っ

て
い
る
の
は
五
億
二
千

九
百
九
十
万
円
し
か
あ

り
ま
せ
ん
（
設
備
更
新

に
使
わ
れ
て
い
る
の
な

ら
問
題
な
い
が
新
規
事

情
に
使
わ
れ
て
い
る
と

問
題
）。

こ
れ
か
ら
の
水
道
事

業
の
運
営
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

②
次
に
十
一
月
の
「
ほ

っ
と
み
た
け
」
の
水
道

事
業
会
計
の
報
告
に
当

年
度
の
純
利
益
三
千
四

百
二
十
六
万
円
、
こ
の

内
三
千
四
百
万
円
を
減

債
積
立
金
に
積
み
立
て

と
あ
り
ま
す
が
、
決
算

書
を
見
る
と
、
こ
の
他

に
資
本
的
収
支
の
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
に
は
、

九
千
六
百
三
十
三
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
と
あ
る
。

前
述
の
減
債
積
立
金
か

ら
三
千
六
十
九
万
円
を

補
填
と
あ
り
ま
す
が
、

同
じ
決
算
書
で
、
一
方

で
積
み
立
て
を
、
一
方

で
減
少
を
い
う
の
は
理

解
に
苦
し
む
。
マ
イ
ナ

ス
で
あ
る
資
本
的
収
支

と
は
決
算
上
で
如
何
な

る
立
場
と
考
え
れ
ば
い

い
か
。
ま
た
、
水
道
事

業
の
実
態
は
厳
し
い
も

の
で
あ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。【

水
野
　
参
事
】

①
ご
質
問
の
よ
う
に

減
価
償
却
累
計
額
、
手

持
ち
現
金
は
そ
の
通
り

で
あ
り
、
今
後
の
施
設

更
新
に
つ
い
て
心
配
で

は
あ
る
が
、
借
金
を
増

や
さ
な
い
考
え
で
行
っ

て
き
た
結
果
で
あ
る
。

多
く
の
施
設
も
老
朽

化
し
て
い
る
が
、
何
と

か
や
り
繰
り
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。災

害
時
の
事
も
考
え

る
と
一
層
の
経
費
の
削

減
が
必
要
だ
と
思
う
。

②
収
益
的
収
支
・
資
本

的
収
支
は
、
一
事
業
年

度
の
も
の
は
収
益
的
収

支
で
表
し
、
多
年
度
に

渡
る
物
に
つ
い
て
は
資

本
的
収
支
で
行
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
が
大
切
で
あ
り
マ
イ

ナ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う

に
経
営
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

広
報
に
つ
い
て
は
今

後
、
分
か
り
や
す
い
も

の
を
載
せ
ま
す
。

次
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
亜

炭
鉱
害
報
道
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
報
道
を

す
る
前
に
内
容
の
事
前

説
明
は
あ
っ
た
か
。

②
あ
っ
た
と
す
れ
ば
報

道
の
意
図
は
何
か
。

③
報
道
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

【
渡
辺
　
町
長
】

①
取
材
は
受
け
た

②
意
図
す
る
と
こ
ろ
は

な
い
。

③
短
期
的
に
は
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
が
、
長
期

的
に
は
希
望
を
持
ち
た

い
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

ー
ン
破
綻
に
よ
る
町
財

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
の

製
品
出
荷
量
の
三
〇
％

以
上
の
減
少
、
十
九
年

度
比
、
二
十
一
年
度
の

法
人
町
民
税
の
減
少
予

測
五
〇
％
等
々
町
財
政

に
与
え
る
影
響
は
大
き

な
物
が
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
事
業
の
優
先

順
位
は
何
か
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

【
山
田
　
参
事
】

優
先
順
位
に
つ
い
て

は
、
名
鉄
へ
の
財
政
支

援
、
無
水
道
地
区
対
策

事
業
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
難
視
聴
地
域
の
解
消
、

駅
周
辺
の
整
備
事
業
等

を
考
え
て
い
ま
す
。

問 問 

安藤　博通

町に素朴な疑問を聞く

問 問 

答 答 

答 答 

問 問 答 答 



「
定
額
給
付
金
」

に
つ
い
て

こ
の
た
び
の
政
府
与

党
の
新
た
な
経
済
対
策

と
な
る
総
額
二
兆
円
の

「
定
額
給
付
金
」
は
、

急
激
な
物
価
高
と
所
得

の
伸
び
悩
み
に
苦
し
む

家
計
を
応
援
す
る
た
め

の
生
活
支
援
と
、
金
融

危
機
に
と
も
な
う
景
気

の
先
行
き
不
安
に
対
す

る
経
済
対
策
と
い
う
二

つ
の
意
味
合
い
が
あ
り

ま
す
。
町
長
の
ご
見
解

は
。通

常
国
会
に
お
い
て

審
議
さ
れ
ま
す
第
二
次

補
正
予
算
案
と
関
連
法

案
が
成
立
す
る
の
は
遅

け
れ
ば
三
月
中
旬
と
な

り
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応

と
、ス
ム
ー
ズ
な
運
用
、

無
事
故
の
た
め
の
準
備

作
業
に
万
全
を
尽
く
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

対
応
策
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

御
嵩
町
の
給
付
金
は

約
三
億
円
。
町
長
と
し

て
言
わ
せ
て
い
た
だ
く

な
ら
、
こ
の
お
金
を
町

の
裁
量
権
で
何
か
に
使

え
と
言
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
一
番
嬉
し
い
。

い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ

る
給
付
金
で
す
が
、
本

音
を
言
え
ば
い
た
だ
け

る
も
の
は
嬉
し
い
こ
と
。

逆
に
言
え
ば
も
っ
と
大

き
く
て
も
良
か
っ
た
。

準
備
対
策
と
し
て
は

職
員
に
伝
え
て
あ
り
ま

す
。
決
ま
れ
ば
、
年
度

末
か
年
度
は
じ
め
に
一

度
は
町
民
の
皆
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
職
員
も
か
な
り
忙

し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

土
、
日
、
二
週
間
は

各
公
民
館
で
集
中
し
て

受
付
。
平
日
は
役
場
の

ど
こ
か
で
受
付
を
行
う

つ
も
り
で
い
ま
す
。

「
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
」
へ
の
円
滑
な
移

行
推
進
に
つ
い
て
。

①
難
視
聴
地
域
対
策
は
。

②
高
齢
者
、
障
が
い
者

へ
の
受
信
説
明
は
。

③
悪
徳
商
法
に
対
す
る

対
策
は
。【

山
田
　
参
事
】

①
国
の
補
助
事
業
も
視

野
に
入
れ
、
上
之
郷
の

10
の
自
治
会
一
八
一
世

帯
を
対
象
と
し
解
消
に

つ
と
め
た
い
。

②
町
内
会
、
老
人
会
の

集
会
に
説
明
員
を
派
遣

し
た
い
。
民
生
委
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
訪
問

し
て
説
明
し
た
い
。

③
チ
ラ
シ
な
ど
作
成
し
、

民
生
委
員
と
と
も
に
注

意
喚
起
に
努
め
た
い
。

二
十
一
年
度
か
ら
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。「

デ
マ
ン
ド
型
交

通
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入

に
つ
い
て

「
デ
マ
ン
ド
型
交
通

シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
方
式

で
事
前
に
電
話
予
約
し

た
人
の
家
や
指
定
さ
れ

た
場
所
を
順
次
ま
わ
り

な
が
ら
乗
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
地
で
お
ろ

す
も
の
。
移
動
不
便
者

の
大
半
は
高
齢
者
で
す
。

バ
ス
停
ま
で
歩
く
の

が
困
難
な
人
も
多
く
、

利
用
者
に
合
わ
せ
る
こ

の
「
デ
マ
ン
ド
型
交
通

シ
ス
テ
ム
」
は
移
動
不

便
者
に
と
っ
て
、
も
っ

と
も
適
し
た
交
通
手
段

と
言
え
ま
す
。
御
嵩
町

の
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
、
名
鉄
広
見
線
利

用
促
進
の
た
め
に
も
こ

の
よ
う
な
デ
マ
ン
ド
型

の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
提
案
い
た
し
ま
す

が
、
ご
見
解
は
。

【
渡
辺
　
町
長
】

デ
マ
ン
ド
式
と
言
い

ま
す
か
、
少
し
変
形
し

た
も
の
で
す
が
、
協
働

と
言
う
観
点
か
ら
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

形
で
家
か
ら
国
道
近
く

の
バ
ス
停
ま
で
乗
せ
て

き
て
い
た
だ
き
、
ふ
れ

あ
い
バ
ス
が
国
道
を
何

回
も
往
復
で
き
れ
ば
使

い
や
す
い
も
の
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

答 答 

問 問 

答 答 

町
民
を
守
る
生
活
支
援
策

問 問 
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般

質

問

大沢　まり子

問 問 答 答 
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民生文教常任委員会研修レポート
１、視察研修目的 「循環型社会への地域からの挑戦」「土はいのちのみなもと」「ともに」の三つの

世界を柱にした、《レインボープラン》の視察
２、視察研修日 平成20年10月27日（１日間）

３、視察研修先 山形県長井市
４、参加委員 委員長　　岡本　隆子　　委　員　　木下　四郎

委　員　　梅原　　勇　　委　員　　亀井　千歳
委　員　　伊崎　公介

○長井市プロフィール
山形県長井市は人口約３万人で、土を耕し、命を育み、農業を基盤としながらも、良質の水が先
端技術産業をも定着させ、「農業と工業が調和するまち」です。
○レインボープランとは
長井市では、食といのちの安全を未来につなげる基盤、環境づくりに「官」も「民」もなく、市
民一体となった取り組みを進めています。台所が農地と農業の健全化の一翼を担い、対して農業が
市民の台所と食の安全を守る仕組みです。
○その背景
①疲弊してきた土

農産物の大量生産を支えるため、化学肥料と農薬を多用した農業が確立しましたが、この形態
は同時に「土」の疲弊を招きました。
②低い自給率
台所と農地が一番近い関係にある農村地帯であるにもかかわらず、地元の野菜が食べられない
という現象をもたらしました。

○そのシステムと事業を支える市民パワー
生ゴミは中心市街地約5,000世帯から回収されます。（市全体では9,700世帯）各家庭では分別、
水切りをして週２回の生ゴミ収集日に専用バケツコンテナへ生ゴミを出し、それはコンポストセン
ターへ運ばれます。そして80日間かけて堆肥ができます。堆肥は農協を通じて市内の農家に販売
され、この堆肥を使って土づくりに取り組み、化学肥料や農薬使用を抑制した農産物を生産してい
ます。認証制度により生産者の顔が見える、安心して食べられる農産物を市内の虹の駅、愛菜館、
長井村塾、スーパーマーケット等を通して市民の食卓に届けるという「地域内循環型システム」が
機能しています。
「食」と「農」との関係を再認識することから
始まった事業ですが、コンポストセンターが稼
働後は前と比べると生活系可燃ゴミが30％減っ
ています。このプランは「台所」と「農業」、
「まち」と「むら」の循環を通して生命を基調と
した地域社会の再構築という壮大なテーマを掲
げ、循環型社会づくりを目指しています。生命
や子ども達のために、今何をなすべきか問われ
ている時に、生ゴミを「ゴミの視点」ではなく、
「土づくりの視点」で捉え、未来につながる持続
する安心・安全な生産環境を市民自ら創り出し
ている点がすばらしいと感じました。レインボ
ープランは市民みんなの共有財産なのです。 長井市農村環境改善センター
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総務建設産業常任委員会研修レポート
１、視察研修目的 「協働のまちづくり」
２、視察研修日 平成20年10月29日（１日間）
３、視察研修先 山形県川西町
４、参加委員 委員長　　谷口　鈴男　　副委員長　植松　康祐

委　員　　鈴木　元八　　委　員　　大沢まり子
委　員　　早川　文人

○川西市プロフィール
川西町は、日本の東北地方、山形県南部の置賜地方のほぼ中心に位置し、リスボン、ソウル、ア
テネ、ワシントンと同じ北緯38度に位置している町です。町内に北緯38度と東経140度の交差点
があります。
川西町は、昭和30年に小松町、大塚村、犬川村、中郡村、玉庭村、吉島村の一町五カ村が合併
して誕生した町で、最上川の西側に位置することから、川西町と名づけられました。
その地勢は、広大な田園となだらかな丘陵地と大きく二分され、豊かな自然に恵まれています。

○研修報告
我が町は第４次総合計画の中で住民との協働のまちづくりを提唱し、いくつかの検討委員会を立
ち上げ、宿場町再生のための活動を行っている。
我が総務建設産業常任委員会は、町の再生、活性化のために他市町村の先進地視察をということ
で、今回は山形県川西町で推進されている地域公民館を拠点として住民が主体となって活動してい
るまちづくり基本条例の検証、及び地域支援調整会議のフロー等について学習をしてきたところで
す。
川西町はダリヤの生産及び特産品の開発を中心とした町おこし、また劇作家　井上ひさしの出身
地で有名な地域であるが、隣接米沢市と共に発展をしているところです。
事業推進にあたっては、行政側から、人的支援、財政支援を中心に地域支援調整会議を各地区公
民館に設置し、町民代表、地区公民館、町職員をその構成メンバーとして、地区交流センターとし
ての地域自治活動を図っている。
地域自治活動の中心は、地域情報の共
有及び課題解決支援策協議であり、まち
づくり、人づくり、特産品の開発をも含
めた広範な活動を行っており、公民館と
いうよりその機能をコミュニティセンタ
ーに変貌させた形態を取り込んでいるの
が特徴と言える。
我が町で現在の４地区公民館のこのよ
うな使い方は、困難かと思われますが、
公民館に地域委員会を設けて、キメ細か
な住民サービスを行うと共に住民のニー
ズを取り込むことは十分可能かと思われ
る。最大の課題は、住民要望に対し行政
側が、財政負担をどこまで行うことが出
来るかということである。

川西町フレンドリープラザ視察
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米
国
で
は
オ
バ
マ
新

大
統
領
が
就
任
し
ま
し

た
。こ
の
大
統
領
制
は
、

直
接
国
民
が
首
長
を
選

挙
す
る
と
い
う
面
で

は
、
国
政
と
異
な
り
日

本
の
地
方
自
治
と
共
通

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
議

会
だ
よ
り
に
は
、
町
議

会
の
役
割
に
つ
い
て
の

説
明
を
加
え
ま
し
た
。

町
民
の
方
の
視
線
か
ら

す
る
と
、
用
語
、
制
度

等
で
分
か
り
に
く
い
面

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や

す
く
、
親
し
み
の
持
て

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。今
後
と
も
、

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｉ
）

編

後
記

集

１、視察期日　平成20年10月28日（火）
２、視察先及び視察内容
喜多方市（福島県）全国水源の里シンポシウム
視察報告
「全国水源の里シンポジウムｉｎ喜多方」の参加（福島県喜多方市）

近年、過疎・高齢化が進み地域コミュニティー活動が難しくなっている集落が全国各地に拡大して
いるが、その集落こそ「水源の里」として非常に重要な地域が多い。「上流は下流を思い、下流は上
流に感謝する。」との理念を広めることが重要である。
過疎地域で生み出される水資源、エネルギー資源、木材資源、安全な食料・農林生産物の生産機能、
自然環境や伝統文化に見られる日本の原風景などの多様な資源の維持活用を積極的に図っていくこと
は、これからのわが国の重要なものであり、国民の生命、生活を「防衛」していくためには必要不可
欠である。利便性の追求だけでなく、今後真剣にスローライフをも考えることが重要となる。

シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）シンポジウム会場（喜多方市）

議 員 研 修 レ ポ ー ト


